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機能・特徴 膨大かつ複雑な無形資産（知識、ノウハウ、能力）の
可視化・活用を可能にする強力なツール群

ID Suiteは、製品やサービスを創造する思考プロセスを可視化（Modeling）し、新たな知識を付加する編集（Curation）や、活用しやすくする知識構
造化（Structuring）、そして新たな気づきを獲得するための視覚化（Visualization）の機能を連動する機能群としてデザインされていることが最大の
特徴となります。

Intelligence Design Suite
無形資産（知識、ノウハウ、能力）」マネジメント支援ソフトウェアスイート

IDFC

製品やサービスを創造する設計プロセス＝思考プロセスは、非常に複雑、不明確かつ膨大な暗黙知の状態
にあります。これを明示的な形に変えるとともにデータ化することで、継続的に改善しながら活用できる資産
にすることが可能となります。
IDFCは、設計時の思考プロセス全体像を技術者がイメージしやすい設計フロー図の形で可視化しながら、
デザインモデルの形でデータ化する事ができます。更には、設計フローに知識を蓄積することで技術伝承が
可能となり、波及性確認機能により設計変更時の検討抜け漏れのチェックやレビューが効率的に行えます。

思考プロセスの可視化

ID DSM

思考プロセスから知識を抽出しても、複数知識の関連が有効でなければ新たな価値は産み出す事ができま
せん。つまり設計要素間にある因果関係を可視化・分析する知識の構造化、更には有効性を向上させるため
の最適化が重要となります。
ID DSMは、Design Structure Matrixというモデリング手法を用いた分析を行う事ができます。このDSM分
析機能を用いる事で、設計要素の関係性を分析し、製品構成・仕様構造の構造化（モジュール化）、設計手順
の最適化を行う事ができます。

思考の構造化・最適化

ID Element

設計時の思考プロセスを可視化しただけでは、組織として活用し新たな価値を産むには不完全であ
り、複数の情報を繋げて編集することによる知識化の作業が必要となります。 
ID Elementは、デザインモデルを構成する設計要素に関する情報（記述、ロジック、検討根拠など）や、
要素間の関係情報を表形式で容易に編集することができ、知識化を推進します。また知識化の過程で、
新たな知識を発見したり、次世代の製品開発に活用するために知識を再定義する事に繋がります。

設計要素・関係性データの知識化

ID Network view

デザインモデルを蓄積していくと、それは非常に複雑かつ膨大な知識のネットワークとして育っていき
ます。しかし情報が膨大になればなるほど、視覚化し、全体把握を容易にしたり、人が感覚的に分析でき
るようにすることが重要になってきます。
ID Network viewは、複雑かつ膨大な設計要素間の関係性や影響範囲の全体像マップをネットワーク
図形式で見える化できます。これにより組織内で俯瞰的なモデルで共有や討議が可能になりデザイン
レビューなどに活用できます。また、感覚的にとらえる事ができるため、設計ガイドラインとしての活
用も可能です。

思考MAP・関係性の視覚化
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